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てみたが迅速 に しか も誤 りをおかす危瞼な しに識 み とれ る黙 で,通 常の ものに比 し豫 想以.Lに

能 率的 であ る事 を知 つた.

 最 後 に本研究 に常 り,絡 始御指導御鞭燵下 された荒勝文 策教授並 に木村毅一教授 に封 し・深

甚 な る謝 意を表 す.

                 交     献

 1)W,A, Higinbotham R.S,1,18(10)OcL(1947)

              (昭 和24年3月3日 受 理)

    磁氣軸受を用)ソ こ高速廻轄体の試作 に就 て
                 (第2報)

           Study on High Speed Rotation. II

         荒 勝 文 策 ・片 瀬 彬 ・小 亀 淳 ・矢 野 淑 郎

      Bunsaku Arakatsu, Akira Katase, Jun Kokame and Shukuro Yano

 自動 調 節型磁氣軸 受 を用 い,鐵 軸 をイ∫する廻轄艦 を眞室 容器 内で完杢且つ安定 に浮揚 させ得

たこ とは,既 に報イ身しアこ1).

 この磁 氣軸受 によつ て支 えられた廻亨耀塁は周剛の残溜 氣艦 の粘 性 に依 る抵抗 を除 けば.著 し

く高速度で廻 縛 させ るこ とが胴(る.こ α)鴬に以下 の様 な廻車專磁 界を作 成 した(第1圖).Tは

トランジ トロン獲振器で,蓄 電器Cを 切 唇えることに よ り,IOOO,2400,6000,770047等 の低

岡波を良好 な正弦 波 彰を もって周波数及 び装振電巫 共 に極 めて安定 に獲 振 す る.こ の獲振電巫

を吏 に一一段増 巾 し,Fな る移
                       第   1  圏相 器 を通

じて互 に π/2位 相 の

                   (92)



      舵勝・片瀬・小亀・矢野:磁 氣軸受を用いた高速廻韓艦の試作について(第2報)

重 さ29.6gr,慣 性 能率24gr cm2,鐵 軸 を有 す るジユラル ミン製 廻韓 盟)を,外 部 よb胴 波激

1000`vの 廻 韓 磁 界 を働 か せ,約50分 後 に755av即 ち毎分45,300廻 車專に注 ビしめ るこ とが出來

た・廻蒋艦 の周邊 速度60m!ep.遠 心 力は重 力加遽度の約32,000倍 で ある2).

 そ の後更 に廻轄 磁 界及 び駆動 回路の出力増 大の爲の改良 を重 ね,同 じ廻樽 艦を7×10-3mm

Hgの 眞 室 中 に於 て,廻 韓周 波IX2400`bの 廻 蒋磁 界で加速 し,騙 動閉始後約110分 の 後,1700

N即 ち毎分100,200廻 韓 に達せ しめた.
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 廻 蒋 中廻韓 膿は極 めて安定 であ り,歳 差運動 その他不都 合な振動 は現在 までの ところ見 られ

な い.最 高廻韓 数 にお け る廻韓盟 の周邊速度 は760m/5eeで あ り,周 蓬 での遠 心力 は重 力加速

度 の170・000倍 で あ る.な も,少 しく小型 の他 の麺輔騰Bを,7700av,の 廻 轄磁 界をもつ て加速

し,前 記 とほぼ同様 の加速維 過で,100,000廻 韓/分 に達 す るのを説測 した(第2圖(b)参 照).

廻 鯉 の到達廻 轄数は主 として廻韓磁 界の周波数及び腱留 ガスの粘 口抵抗 のみに制約 され るの

で,爾 者 を更 に高度 にす るこ とにょって,侮 著 し く廻韓 敦を塘大 し得 る と確 信す る.

 省,廻 縛 激 の測 定には,牛 面 を黒 くした廻 縛艦か ら,一 廻轄 毎 に1袋られ る反 射光 を光電管 に

受 け,増 幅 回路 を維 てオツ シログ ラフブラウン管の縦軸 に導 き,他 方標準 食振器か らの獲 振電

璽 を横軸 に加 へ,爾 者 がブ ラウ ン管上 に作 るL揺alous圖 彩 を説測 す ることに より,任 意 の時

刻 に於 け る廻轄 敷 を正 確に測 定 してい る.

                 交     献

1)本 誌17,87(昭 和24):日 本 物理學會・誌3,(1～2)55('48)

2)詳 し くは 「磨用物理」18(1)35(1949)所 載

               (昭 和24年3月3日 受 理)

                   (93)


